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今月の

“ウラ”
広報

無事故の夏を誓う男たちの背中 思ったよりも熱くないという表情ですね

サザエおいしいかい？ サザエ、焼いてます

深浦の山川豊、歌った曲は吉幾三

こんなに

元気です！

このコーナーでは
誕生日を迎えたチ
ビッコ達をご紹介
します

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

「夜空に輝く！キラキラ花火」

（左から）

にしざき ほ の かさん（5さい）

にしざき も み じさん（6さい）

えの木保育園

「
毎
日
歌
っ
て
踊
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
に
元
気
で
す
！
」

佐
藤
　
心
結
ち
ゃ
ん
（
横
磯
）

み
　
ゆ

◆対象◆
令和８年９月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆
子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子
さんに一言メッセージ（【例】「元気に育ってね！」など）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の
氏名（ふりがな）②生年月日③性別④住所⑤保護者名（広報には
掲載しません）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入
したものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元
気です」と記入し、本文に上記①～⑦を記入のうえ、写真データ
を添付して送信してください。
◆応募締切◆８月24日㈪
□問合せ先□
〒038-2324 大字深浦字苗代沢84-2 総合戦略課企画調整係
TEL74-2122（直通）E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

９月生まれのお子さんの写真を募集します！
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円覚寺宵宮奉讃興行  7.16㊍円覚寺宵宮奉讃興行  7.16㊍

アツい夏の始まりアツい夏の始まり

関自治会夏祭り  7.11㊏関自治会夏祭り  7.11㊏
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７
月
14
日（
火
）、
岡
崎
海
岸
に
て
海

開
き
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
出
席
し

た
関
係
者
が
水
難
事
故
防
止
と
遊
泳
者

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

青
い
鳥
保
育
園
と
え
の
木
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
海
に
入
り
、
今
年
初
泳
ぎ
。

浮
き
輪
を
身
に
付
け
泳
い
だ
り
、
水
を

か
け
合
っ
た
り
し
て
海
水
浴
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

町
内
で
は
岡
崎
海
岸
の
ほ
か
、
千
畳

敷
、
風
合
瀬
、
行
合
崎
、
森
山
、
大
間

越
と
６
つ
の
主
要
海
岸
が
点
在
し
て
お

り
、
そ
の
エ
リ
ア
ご
と
に
楽
し
め
る
海

浜
景
観
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
夏
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

��������������

ひなび（陽旅） SATONO（さとの）

　
７
月
25
日（
土
）、
Ｊ
Ｒ
ウ
ェ
ス
パ
椿
山

駅
で
五
能
線
全
線
開
通
90
周
年
の
記
念
式

典
が
行
わ
れ
、
関
係
者
が
く
す
玉
を
割
り

節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
80
周
年
式
典
で
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
埋
め
た
当
時
小
学
４
年
生
だ
っ

た
鶴
田
蘭
さ
ん
、
原
田
藍
さ
ん
、
長
谷
川

姫
花
さ
ん
が
出
席
し
、
平
沢
町
長
へ
掘
り

出
し
た
カ
プ
セ
ル
を
手
渡
し
ま
し
た
。
中

に
は
「
10
年
後
の
自
分
へ
向
け
た
手
紙
」

が
入
っ
て
お
り
、
８
月
14
日
開
催
の
二
十

歳
を
祝
う
会
で
開
封
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
は
臨
時
列
車
五
能
線
90
周

年
記
念
号
「
リ
ゾ
ー
ト
ひ
な
び
・
Ｓ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
を
運
行
し
ま
し
た
。
ウ
ェ
ス
パ

椿
山
駅
到
着
に
合
わ
せ
て
北
前
太
鼓
風
の

会
に
よ
る
演
奏
も
披
露
さ
れ
、
会
場
は
一

段
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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関
地
区
の
有
志
で
地
元
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
７
月
11
日（
土
）に
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た

が
、
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き
や
焼
き
鳥
、
そ
う

め
ん
、
お
で
ん
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
会
場

は
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
お
神
輿
パ
レ
ー
ド
で

は
晴
れ
間
も
見
え
、
地
元
の
小
学
生
や
園
児

た
ち
が
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と

元
気
な
か
け
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
の
代
表
、
牧
野
祥
侑
さ
ん

（
関
）
は
「
今
回
の
夏
祭
り
で
少
し
で
も
地

元
が
元
気
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
思
い
を

語
り
ま
し
た
。

　
７
月
16
日（
木
）、
円
覚
寺
で
夏
の
例
大
祭

（
宵
宮
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
柴
燈
護
摩

や
火
渡
り
の
行
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。
火
渡
の
行
で
は
、
参
加
者
が
熱

し
た
炭
の
上
を
歩
き
、
無
病
息
災
や
心
願
成

就
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
境
内
に
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
置

さ
れ
、
有
志
た
ち
が
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
を
披

露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
円

覚
寺
の
前
に
は
多
く
の
露
店
が
並
び
、
夏
祭

り
を
楽
し
む
方
々
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

関
自
治
会
夏
祭
り

円
覚
寺
例
大
祭

お神輿をかつぎ終え、みんなで記念撮影

お神輿をかつぐ園児たち お神輿をかつぐ小学生

　

７
月
24
日（
金
）、
深
浦
公
民
館
に
お
い

て
、
平
沢
町
長
と
町
民
グ
ル
ー
プ
が
よ
り
よ

い
町
づ
く
り
の
た
め
に
対
話
を
行
う
Ｆ
―

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
５
回
を
迎
え
た
今
回
は
、
深
浦
町
連
合

婦
人
会
（
宮
本
千
恵
子
会
長
）
か
ら
14
名
が

参
加
し
、
平
沢
町
長
と
意
見
交
換
を
行
う
中

で
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
郷
土
芸
能
の
継
承
】

「
深
浦
小
唄
」
や
「
御
慶
山
踊
り
」
な
ど

の
郷
土
芸
能
を
次
の
世
代
へ
受
け
継
ぐ
た
め

に
、
小
・
中
学
校
の
授
業
等
で
体
験
学
習
を

し
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が
踊
る
こ
と
で
親
世

代
の
関
心
も
広
が
り
、
多
く
の
人
が
触
れ
ら

れ
る
機
会
を
作
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
歌
え
る
人
が
少
な
い
「
深
浦
讃
歌
」

の
復
活
に
向
け
、
音
源
の
確
認
や
指
導
者
探

し
を
進
め
て
い
き
た
い
と
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。

【
婦
人
会
の
こ
れ
か
ら
】

会
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、「
婦
人
会
＝
踊
り
」と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
料
理
教
室
や
軽
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
、
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い

の
で
興
味
が
あ
る
方
は
、
身
近
の
会
員
に
声

が
け
し
て
も
ら
い
た
い
。
各
地
区
の
盆
踊
り

や
夏
祭
り
な
ど
、
身
近
な
地
域
活
動
の
充
実

を
何
よ
り
大
切
に
し
な
が
ら
、
町
全
体
を
盛

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

Ｆ
―

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

火渡りの行賑わいを見せる円覚寺前平沢町長へ見舞金を手渡す伊藤会長（写真右）平沢町長へ目録を手渡す成田組合長（写真右）

　
深
浦
会
東
京
の
伊
藤
政
貴
会
長
（
７
区
出

身
、
神
奈
川
県
横
浜
市
在
住
）
が
、
平
沢
町

長
の
も
と
を
訪
れ
、
今
年
の
大
雪
被
害
へ
の

見
舞
金
を
寄
附
し
ま
し
た
。

　
見
舞
金
は
、
今
年
５
月
に
行
わ
れ
た
深
浦

会
東
京
総
会
に
お
い
て
、
首
都
圏
在
住
の
町

出
身
者
や
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
参
加
者
へ
寄

附
を
呼
び
か
け
集
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
伊
藤
会
長
は
「
今
年
の
雪
は
大
変
だ
っ
た

と
聞
い
て
い
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
寄
附
金
を

少
し
で
も
役
立
て
て
い
た
だ
け
た
ら
」
と
述

べ
ま
し
た
。

深
浦
会
東
京
が
大
雪
見
舞
金
を
寄
附

　
つ
が
る
に
し
き
た
農
業
協
同
組
合
か
ら
深

浦
町
へ
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
７
０
０
袋
（
１
万
４

千
本
）
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
つ
が
る
に
し

き
た
農
業
協
同
組
合
の
成
田
春
光
組
合
長
は

「
有
害
鳥
獣
を
追
い
払
い
、
農
作
物
被
害
の

軽
減
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
平
沢
町
長

に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
平
沢
町
長
は

「
有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ

き
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
た
く
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
贈
呈
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
は
、
役
場
本

庁
舎
及
び
大
戸
瀬
支
所
、
岩
崎
支
所
へ
配
置

し
有
害
鳥
獣
被
害
に
お
困
り
の
方
へ
配
布
す

る
な
ど
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 有

害
鳥
獣
対
策
用
の
花
火
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

平沢町長を囲み意見交換参加者全員で記念撮影

美しい踊りで会場を沸かせました 練習してきた歌を披露

さ
い
と
う  

ご　
ま
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深
浦
公
民
館
に
お
い

て
、
平
沢
町
長
と
町
民
グ
ル
ー
プ
が
よ
り
よ

い
町
づ
く
り
の
た
め
に
対
話
を
行
う
Ｆ
―

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
５
回
を
迎
え
た
今
回
は
、
深
浦
町
連
合

婦
人
会
（
宮
本
千
恵
子
会
長
）
か
ら
14
名
が

参
加
し
、
平
沢
町
長
と
意
見
交
換
を
行
う
中

で
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
郷
土
芸
能
の
継
承
】

「
深
浦
小
唄
」
や
「
御
慶
山
踊
り
」
な
ど

の
郷
土
芸
能
を
次
の
世
代
へ
受
け
継
ぐ
た
め

に
、
小
・
中
学
校
の
授
業
等
で
体
験
学
習
を

し
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が
踊
る
こ
と
で
親
世

代
の
関
心
も
広
が
り
、
多
く
の
人
が
触
れ
ら

れ
る
機
会
を
作
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
歌
え
る
人
が
少
な
い
「
深
浦
讃
歌
」

の
復
活
に
向
け
、
音
源
の
確
認
や
指
導
者
探

し
を
進
め
て
い
き
た
い
と
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。

【
婦
人
会
の
こ
れ
か
ら
】

会
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、「
婦
人
会
＝
踊
り
」と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
料
理
教
室
や
軽
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
、
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い

の
で
興
味
が
あ
る
方
は
、
身
近
の
会
員
に
声

が
け
し
て
も
ら
い
た
い
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各
地
区
の
盆
踊
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夏
祭
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な
ど
、
身
近
な
地
域
活
動
の
充
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を
何
よ
り
大
切
に
し
な
が
ら
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町
全
体
を
盛

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

Ｆ
―

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
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深
浦
会
東
京
の
伊
藤
政
貴
会
長
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７
区
出

身
、
神
奈
川
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横
浜
市
在
住
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が
、
平
沢
町

長
の
も
と
を
訪
れ
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今
年
の
大
雪
被
害
へ
の

見
舞
金
を
寄
附
し
ま
し
た
。
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。
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深
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大
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舞
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つ
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し
き
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農
業
協
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組
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か
ら
深

浦
町
へ
ロ
ケ
ッ
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７
０
０
袋
（
１
万
４

千
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贈
呈
さ
れ
ま
し
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追
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。
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困
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呈
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れ
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さ
い
と
う  

ご　
ま
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みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。

　岩崎地区集落支援事業の一環として、シニ
アや初心者を対象とした「スマホ教室」が岩
崎支所で開かれ、12名が参加しました。ドコ
モショップのスタッフを講師に迎え、カメラや動画の基本
操作、QRコードの読み取り方を習得。さらに、アプリの
追加方法や「深浦町防災アプリ」の初期設定のほか、7月
に運用開始した「深浦町公式LINE」の友だち追加とゴミ
出しリマインド通知の設定を学びました。
　ていねいなサポートのもと、参加者はスマホへの理解を
深め、生活に役立つ活用法を楽しく身につけました。

スマホをもっと便利に！スマホ教室開催
７／
３

講師からていねいな説明を受ける参加者

　青い鳥保育園で海の生き物とふれあう自
然体験学習が行われました。
　講師の永澤量さん（12区）は、手作り
のボードで海の生き物を紹介。園児たちは永澤さんが用
意した小さいエビやカニ、海藻、サザエなどの生き物を
近くで見たり、触ったり、捕まえたりしてふれあってい
ました。中には、海開きで泳いだ際に見た魚や貝などを
永澤さんに教えている園児もいました。
　永澤さんは「山と海がある恵まれた環境にいるなかで、
深浦の海にこんなに生き物がいると知って少しでもふる
さとに愛着を持ってもらいたい」と語りました。

海の生き物とふれあい体験
７／
16

海の生き物に興味津々

　青森県自治体病院開設者協議会では、長年
にわたり市町村立診療病院に勤務、尽力し、
その発展向上に功績のあった勤続年数10年以
上の医師等を表彰しています。
　吉岡秀樹所長は、平成30年8月から深浦診療所所長とし
て勤務されていますが、以前は、大間病院副院長や大畑病
院院長等を歴任してきた功績を評価され表彰となりました。
　同協議会から贈られた表彰状と記念品は、町長室におい
て平沢町長から吉岡秀樹所長へ伝達表彰されました。

７／
28

表彰状を掲げる吉岡秀樹所長（写真左）

きらら保育園の園児たちが、ＪＲ
陸奥岩崎駅前で自作のねぶたを披露
し、練り歩きました。
　園児たちが作ったカメやカラフルな魚など海を
モチーフにした作品がちりばめられており、夏に
ピッタリなねぶたになっていました。
　ねぶた披露後は、お遊戯を披露し、駅前を訪れ
た保護者や地域住民の方々を沸かせました。
　園児たちは「ねぶたを引くのが楽しかった」
「ねぶたも踊りも頑張った」と感想を述べ、用意
されたアイスを頬張り、満足した様子でした。

きらら保育園、ねぶた披露
７／
３

ねぶたを引っ張る園児たち

　深浦町農業環境改善センターにおいて、「弘南バスの乗り
方教室」と「健康教育講座」が２部構成で開催されました。
　第１部の乗り方教室では、弘南バス職員による基本的な
バスの乗り方や注意点の説明を受けた後、ＩＣカード「メゴイカ」を使
用しバスの乗車体験をしました。
　第２部の健康教育講座では、健康推進課の柏倉栄養士から元気に過ご
すための食事について、夏の食欲不振対策のポイントなどの説明を受け
ました。その後は、食生活改善推進委員の作った「鮭バターごはん」や
「しゅうまい源たれスープ」の試食を行いました。参加者からは「近い
将来バスを利用することになると思うので予習できてよかった」「手軽
に調理でき、おいしいメニューでした」との感想がありました。

栄養チャージ！お出かけサポート講座
７／
14

「メゴイカ」を使い乗車体験する参加者

　今年の夏秋トマトの本格出荷を前に、ＪＡつがるにしきた深浦
野菜生産部会の「夏秋トマト出荷目揃会」が開催されました。
　トマトの栽培管理や出荷基準、市場の動向などの説明が行わ
れ、参加した生産農家は真剣な表情で聞き入っていました。大船春雄部会長
は「資材の高騰や手数料の値上げ、酷暑など栽培環境が難しくなる中でも、生
産者一人ひとりの努力と工夫により、高品質なトマトが生産されています。こ
れからも順調にトマトが生産できるようがんばりましょう。」と呼びかけました。
　深浦産の夏秋トマトは、県内有数の反収を誇り、町を代表する農産物のひと
つとなっています。今年は、高温・多日照傾向で経過したことにより、生育はお
おむね順調です。
　トマトの生産は出荷総数210トン、販売総額8,800万円を目標に11月上旬
まで続きます。

高品質への再確認　夏秋トマト出荷目揃会
６／
23

今年のトマトの状態を確認

　深浦町出身の画家・櫻庭利弘さん（91）（柳田出身、
五所川原市在住）が「大櫻庭利弘展」開催期間中に
深浦町美術館でギャラリートークを開きました。ト
ークの内容は、櫻庭さんの「絵を描くことの原点」。
駆けつけたファンは、あまり語られることのなかっ
た画風にまつわるエピソードに聞き入り、ユーモア
を交えた軽快なトークで会場は大盛り上がりでした。
７月19日まで開催された同展示には、町内外から多
くの方が訪れ、櫻庭さんの絵画を鑑賞しました。

画家 櫻庭 利弘さん、
ギャラリートーク

７／
１

軽快なトークを披露した櫻庭さん（写真中央）

深浦診療所吉岡秀樹所長
永年勤続者表彰を受けました！
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胃カメラで守る健康
～ピロリ菌と胃がんの関係～

　こんにちは。深浦診療所の松山です。深浦診療所に勤務して、あっという間に1年が経ちました。
子どもたちも深浦の豊かな自然の中で元気に育ち、5月には新しい家族も加わりました。

　さて、患者さんから「昔ピロリ菌を除菌したから、もう胃カメラは受けなくていいよね」と言われ
ることがあります。今回は、胃がんとピロリ菌の関係についてお話しします。

【ピロリ菌って？】

　日本では、かつて胃がんが非常に多い病気でした。胃がんの多くはピロリ菌感染が関係していると
考えられています。胃がん予防のためにはピロリ菌の発見と除菌がとても重要です。ピロリ菌は胃の
粘膜に住みつく細菌で、多くは子どもの頃に感染します。感染したまま何十年も経つと胃の粘膜に炎
症が続き、「萎縮性胃炎」と呼ばれる状態になります。この変化が進むことで胃がんが発生しやすく
なります。

【除菌するとどうなるの？】

　ピロリ菌の感染は、胃カメラで胃の状態を確認したうえで、血液・尿・便・呼気などの検査で調べ
ることができます。感染が見つかった場合は、飲み薬による除菌治療を行います。

　除菌に成功すると、胃がんになるリスクはおよそ半分に低下すると報告されています。つまり、ピ
ロリ菌の除菌は胃がん予防の第一歩といえます。

【除菌したらもう安心？】

　ただし、除菌をしても胃がんになるリスクがゼロになるわけではありません。特に胃の萎縮が進ん
でいた方では、除菌後も胃がんが見つかることがあります。そのため、萎縮の程度によって間隔は異
なりますが、除菌後も定期的な胃カメラ検査が大切です。

　胃がんは早期に発見できれば、お腹を切らずに胃カメラによる治療だけで治ることも少なく
ありません。深浦診療所では、鼻からの胃カメラと口からの胃カメラの両方に対応していま
す。また、当日お車を運転されない方は鎮静剤を使用して検査を受けていただくことも可能
です。

　以前にピロリ菌を除菌したまま検査を受けていない方や、胃の不調が続いている方は、
ぜひお気軽にご相談ください。

　除菌はゴールでなく、胃の健康を守るための第一歩です。

深浦診療所　医師 松 山 陽 亮

防 災 コ ー ナ ー
防災アプリ「@infoCanal」配信バックナンバー

防災アプリ「@infoCanal」は、町が防災無線を使った放送内容を、文字

及び音声（アンドロイドＯＳのみ）により確認することができます。

　また、深浦町公式ＬＩＮＥや町ホームページでは、アプリを入れていない方

や放送が聞こえにくい方でも、気軽に過去の防災無線放送を確認することがで

きる機能「配信バックナンバー」が追加されました。

「メニュー」→「防災」→「防災行政情報伝達システム」→「配信バック

ナンバー」をクリックすると、「青森県深浦町　配信バックナンバー」へ

とアクセスできます。

深浦町公式 L I N E操作方法

■お問い合わせ　総務課消防防災係　　　　TEL 0173-74-2112

稲 見 塗 装 店
塗 り 替 え 住 ま い の リ フ ォ ー ム

電話で簡単見積もり
高齢者 １０％割引

信 頼 ・ 安 心 の 保 証 書 付 き
深浦町大字北金ヶ沢

T E L　　0 1 7 3-7 6-3 0 6 4
F A X　　0 1 7 3-7 6-3 0 7 4
携　帯　　0 9 0-2 0 2 1-7 1 2 1

公式サイトはこちら

グットイグナル
〒038-2504 深浦町大字北金ケ沢字塩見形272-14

TEL：0173-82-0813 FAX：0173-82-0814

宅地建物取引業 青森県知事（1）第3641号

空き家バンク登録申請お手伝いします

空き家でお困りの方はご相談ください

面倒な書類集めや書類作成は、
グットイグナルにおまかせください！

〈ご相談の際は、固定資産税課税明細書をご用意ください〉

友の会会員（出品者）大募集！
一緒に「いか焼き村」を盛り上げてみませんか？

ご希望の方・詳細等をお聞きに
なりたい方はお気軽にお問い
合わせください。

かそせいか焼き村 ☎76-3660
風合瀬漁業協同組合 ☎76-3086
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　昨年であれば７月に入ったこの時期に蝋入れ、墨入れ、色づけを行っておりました
が、今年は３体制作しているため昨年よりも制作ペースが遅く、紙貼りが終了したの
は２週目に入った頃でした。そこからは怒濤の追い上げ。蝋入れ、墨入れを同時進行
で進め、蝋の独特な匂いや猛暑にも負けずに作業を行いました。
　そして、ねぶたの印象が決まる色づけが開始。服の色は青、ズボンの色はオレンジといった具合で
塗る箇所ごとに色が違います。男ねぶたの色に合わせると女ねぶたはこの色にしようか、といった感
じで配色を考え、こぼさないよう細心の注意を払いながら塗っていきます。７月も半分を過ぎた頃に
ようやくすべてに色づけが完了。台上げも完了し、本番当日を待つだけとなりました。
　今回の広報ふかうらが出る頃には本番が始まっており、長いようで短いような制作期間が終了しま
した。皆さまぜひ、私たちの力作「深浦ねぶた」見に来てください！

深浦ねぶた祭実行委員会

終盤は込み入った作業です 目に魂がこもる瞬間 脚立に登っての作業

深浦ねぶた制作日記 最終回深浦ねぶた制作日記 最終回

深浦町公式LINE 友だち募集中！

登録方法はかんたん３ステップ

お問い合わせ　総合戦略課　TEL：７４－2111（代）

令和８年７月１日から深浦町公式LINEを開設しました。
お友だち追加すると、暮らしに役立つ情報をLINEで受け取れます。

STEP 01
２次元コードを読み取る
スマホのカメラ、または
LINEアプリで下の二次元コ
ードを読み取ります。

追加をタップ
表示された公式アカウントの
「追加」をタップします。

回答フォームに回答して完了
です。

STEP 02 STEP 03

ろう

７進め Forest 協力隊!!（隔月連載）進め Forest 協力隊!!（隔月連載）進め Forest 協力隊!!（隔月連載）進め Forest 協力隊!!（隔月連載）
深浦町地域おこし協力隊　櫻井　義晃（さくらい　よしてる）（神奈川県湯河原町出身）

　深浦の自然や文化を体感する
ため、崩山の登山、白神岳の登
山、十二湖（33湖）めぐりを
楽しんでおります。
　今回は大間越地区の郷土芸能
である春日祭りに初めて参加さ
せていただきました。
　関係者の方々受け入れてくだ
さりありがとうございます。
　祭りの最後に春日丸を沖合の
海に流すため、船に乗せてもら
う貴重な機会をいただきました。
　海から眺める深浦は初めてで、
山や森が海岸に近いことは頭で
は理解していましたが、いざ見
てみると山の高さもあり圧倒さ
れます。

　深浦は居住エリアと自然が近
い環境なのだなと改めて認識し
ました。
　つがる森林組合の仕事では森
の中を調査で歩きますが、自然
を感じながらの快適さからだん
だん怖さが勝る感覚に変化する
時が有ります。管理された自然
から、深い自然の領域に入り込

んだ時です。不思議とそういう
時は、人工物を近くで発見する
と心が落ち着くんですよね。
　都心で生活している時は自然
を求めるけど、深い自然の領域
に入り込んだ時は逆に人工物で
何故か心が落ち着く、私の場合
はですが不思議ですよね。

深い森で人工物を確認する私 白神岳から櫻井隊員が見た朝日

月の半分、深浦で ～深浦町トータル林業通信～Vol.2月の半分、深浦で ～深浦町トータル林業通信～Vol.2月の半分、深浦で ～深浦町トータル林業通信～Vol.2月の半分、深浦で ～深浦町トータル林業通信～Vol.2
（隔月連載）（隔月連載）（隔月連載）（隔月連載）

　深浦と大阪の二拠点生活を始めて、改めて感じることがあります。大阪では買っていた水が、深浦で
は蛇口をひねればおいしく飲めること。車を走らせれば、森と海を一度に眺められること。町の皆さん
にとって当たり前の風景や暮らしの中に、豊かな価値があるように思います。
　さて、今回はこの連載のタイトルにも入っている「トータル林業」についてお話しします。いきなりで
すが、皆さんは「林業」というと何を思い浮かべるでしょうか？多く
の方は、木を植え、育て、伐る仕事を思い浮かべるかと思いますが、
それだけではありません。森の水は川から海へ流れ、農林水産業
や暮らしを支え、森の風景や生きものは観光や教育にもつながり
ます。森を入口に、地域全体の産業や暮らしをつなぎ、地域の力に
していく。これが、深浦町で目指す「トータル林業」のカタチです。
　壮大なことに聞こえるかもしれませんが、皆さんとトータル林業
との接点は身近なところにもあります。森を歩くこと、地域の木を
使うこと（使っている場所を探してみること）、森にまつわる歴史を
知ることなども、そのひとつです。
　私自身、先日「関の甕杉」を訪れたのですが、大きな杉の先に集
落と海を眺めることができました。同時に、長い歴史の中で森と暮
らしがつながっていることを感じ、地域の風土・歴史もひもときな
がら、深浦ならではの森づくりを進めていきたいと強く思う瞬間で
もありました。
　今後、森づくりにつながりそうなイベントや地域の活動にもどん
どん参加させていただきたいと思いますので、ぜひお気軽にお声が
けください！

深浦町林業振興プロジェクトマネージャー　高田敦紀

関の甕杉の力強さに圧倒される私

関の甕杉から望む風景
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は蛇口をひねればおいしく飲めること。車を走らせれば、森と海を一度に眺められること。町の皆さん
にとって当たり前の風景や暮らしの中に、豊かな価値があるように思います。
　さて、今回はこの連載のタイトルにも入っている「トータル林業」についてお話しします。いきなりで
すが、皆さんは「林業」というと何を思い浮かべるでしょうか？多く
の方は、木を植え、育て、伐る仕事を思い浮かべるかと思いますが、
それだけではありません。森の水は川から海へ流れ、農林水産業
や暮らしを支え、森の風景や生きものは観光や教育にもつながり
ます。森を入口に、地域全体の産業や暮らしをつなぎ、地域の力に
していく。これが、深浦町で目指す「トータル林業」のカタチです。
　壮大なことに聞こえるかもしれませんが、皆さんとトータル林業
との接点は身近なところにもあります。森を歩くこと、地域の木を
使うこと（使っている場所を探してみること）、森にまつわる歴史を
知ることなども、そのひとつです。
　私自身、先日「関の甕杉」を訪れたのですが、大きな杉の先に集
落と海を眺めることができました。同時に、長い歴史の中で森と暮
らしがつながっていることを感じ、地域の風土・歴史もひもときな
がら、深浦ならではの森づくりを進めていきたいと強く思う瞬間で
もありました。
　今後、森づくりにつながりそうなイベントや地域の活動にもどん
どん参加させていただきたいと思いますので、ぜひお気軽にお声が
けください！

深浦町林業振興プロジェクトマネージャー　高田敦紀

関の甕杉の力強さに圧倒される私

関の甕杉から望む風景
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地域密着型塗装店！ご予算に心配なお客様！一度ご連絡下さい。
頑張ります！納得いく値段！施工！広報見たとご連絡下さい。

0172-77-2262

登録建設塗装基幹技能者　職業訓練指導員

一塗専心 青森県知事許可（般-7）第400568号

（代表）藤田　一哉

五所川原塗装工業会会員「心・技・色」

一級建築塗装技能士
一級鋼橋塗装技能士
単一等級調色技能士

北津軽郡板柳町大俵字和田184-1

電話

一
塗
入
魂

LINE 公式アカウント
スマホのカメラかLINEで読み取り
「友だち追加」して下さい（無料）

9：00～11：30

３：00～５：30

前
午

後
午

月 火 水 木 金 土 日 祝日

休診

休診 休診
3：00

4：30

～

1：00

2：30

～

10：00

11：30

～○

○

○

○

○

○

○ ○ ○

○

登録者募集！

■問合せ先　総合戦略課　℡74-2122

　あおもりマッチングシステム
「AI(あい)であう」は、あおも
り出会いサポートセンターが運
営する結婚を前提とした出会いを希望する方のための
マッチングシステムです。深浦町では、町民の方の利用
登録料の全額助成を行っており、登録を支援しています。
　詳しくは役場総合戦略課までお問い合わせください。
※18歳未満の方はこのシステムを利用できません。
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《７月末日現在》（　）内は前月比

深浦町の総面積　488.90㎢

　男 ……

　女 ……

　計 ……

世帯数

（－２）

（＋２）

（±０）

（＋９）

深浦町の人口と世帯

3,068人
3,382人
6,450人
3,418世帯

深浦町の人口と世帯
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今月の

“ウラ”
広報

無事故の夏を誓う男たちの背中 思ったよりも熱くないという表情ですね

サザエおいしいかい？ サザエ、焼いてます

深浦の山川豊、歌った曲は吉幾三

こんなに

元気です！

このコーナーでは
誕生日を迎えたチ
ビッコ達をご紹介
します

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

「夜空に輝く！キラキラ花火」

（左から）

にしざき ほ の かさん（5さい）

にしざき も み じさん（6さい）

えの木保育園

「
毎
日
歌
っ
て
踊
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
に
元
気
で
す
！
」

佐
藤
　
心
結
ち
ゃ
ん
（
横
磯
）

み
　
ゆ

◆対象◆
令和８年９月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆
子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子
さんに一言メッセージ（【例】「元気に育ってね！」など）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の
氏名（ふりがな）②生年月日③性別④住所⑤保護者名（広報には
掲載しません）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入
したものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元
気です」と記入し、本文に上記①～⑦を記入のうえ、写真データ
を添付して送信してください。
◆応募締切◆８月24日㈪
□問合せ先□
〒038-2324 大字深浦字苗代沢84-2 総合戦略課企画調整係
TEL74-2122（直通）E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

９月生まれのお子さんの写真を募集します！
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VOL.257

円覚寺宵宮奉讃興行  7.16㊍円覚寺宵宮奉讃興行  7.16㊍

アツい夏の始まりアツい夏の始まり

関自治会夏祭り  7.11㊏関自治会夏祭り  7.11㊏




